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につく授業」を含む「古典的教養」因子の得点平均は、 2回生＜ 3回生＜ 4回生となっている。反対に、
「卒業後の職業に役立つ授業」「資格取得につながる授業」を含む「職業的教養」因子と、「英語の能力が
身につく授業」を含む「語学」因子は、 2回生＞ 3回生＞ 4回生となっている（山田・葛城（2004）、11頁
















































セメスターと（ 1回生冬学期）と第 6セメスター（ 3回生冬学期）で、どのように変化してい


















































































































































































































6 セメ時点でも「専業主婦」である。ところが、「就業継続」に変わった者も 4割（39. 3％）
と少なくない。第 2に、「子ども成長後パート」は、 4割弱が 6セメも「子ども成長後パート」
Ⅳ 希望のライフコースによる「採用イメージ」因子得点の相違とその変化
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員」へとリコードしよう。こうすれば、 2× 2＝ 4タイプとなる。このリコード作業にもとづ
くクロス表を、図表 5として示した。
2セメにおける希望のライフコースの全体的分布を見ると（一番下の行）、「専業・パート主







































































































業継続or正社員」だった者は、 8 割が一貫して「就業継続or正社員」、 2 割が「専業・パート
主婦」へと変化している。


















第 2 に、 2 列目には 2 セメ時点での希望のライフコース――「専業・パート主婦」希望か
「就業継続or正社員」希望か――によって、 3 つの因子の因子得点の平均値がどのように異な



















































（上段 2セメ／下段 6セメ） 
社会人としての総合力 
／認知的スキルと人格 
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